
主担当部局（長）名
景観・環境局長　桝田 斉志

建築物や屋外広告物等の規制誘導による景観の
保全、奈良県植栽計画に基づく「なら四季彩の庭」
づくりの推進等、良好な景観を守り、創り、育て、
活用するための各種取組を行った結果、県民アン
ケート調査における景観に対する県民の満足度
（自分の住む地域の景観や町並みが美しいこと）
は3.26ポイントで、全項目の満足度平均と比べて
0.29ポイント高くなっています。

美しく風格のあるまちなみや多様で豊かな自然を
守り・創り・育てます。

目
標

成
果

Ⅱ　く ら し の 向 上

１．政策目標達成に向けた進捗状況

植栽整備による景観づくり（郡山城跡周辺）

各エリア別の県事業の着実な推進及び市町村事
業の支援を行ったことにより、50エリアで植栽整備
に着手しました。

成
果

目
標

平成32年度までに、奈良県植栽計画に位置付け
た54エリアすべての整備に着手します。（H28年度
着手済みエリア：45エリア）

２．戦略目標達成に向けた進捗状況

戦略目標
①平成32年度までに、奈良県植栽計画に位置付けた54エリアすべての整備に着手します。（H28
年度着手済みエリア：45エリア）
②平成32年度までに、県民の「生物多様性」の認知度を80％にします。（H27年度：38％）

奈良ならではの“美しい自然・景観”や“快適な生活環境”を守り・創り・

育む「きれいに暮らす奈良県スタイル」を構築・定着させ、「住んでよし」

「訪れてよし」の地域づくりを目指します。 

目指す姿 

・「なら四季彩りの庭」のホームページを開設し、植栽計画の整備内容や目指す姿、成果を「見える化」しました。

（平成 年度 ホームページを県民や市町村、地元団体等への情報発信・働きかけに活用し、協働の取組を促進）

・中和幹線沿道の 市町と、屋外広告景観向上に向けた協定である「中和幹線沿道の屋外広告景観向上に関する

協定」を締結しました。（平成 年度 協定に基づき、市町で規制条例規則が施行された後に、市町と連携して不

適格広告物の是正・誘導に取り組む予定）

・県民への生物多様性の周知活動を行ったことにより、平成 年度の県民の「生物多様性」の認知度は、前年度と

比べて ポイント上昇し、 ％になりました。

主な成果

８ 景観・環境の保全と創造 
１ 美しく風格のあるまちなみ景観の保全・創造 
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主担当部局（長）名
警察本部長　遠藤 雅人
危機管理監　上田 博文 　

※は数値の低い方が良くなる指標

全国的に増加している特殊詐欺対策として、ＡＴＭ
での一部振込利用制限等を講じた結果、平成29
年中における人口10万人当たり特殊詐欺認知件
数は、微増に留まりました。

成
果

Ⅱ　く ら し の 向 上

目
標

社会を構成する多様な主体が一層連携し、治安
を確保するための取組をきめ細かく重層的に展
開して、県民の安全・安心を確保します。

成
果

重要犯罪等を抑止するための諸対策により、平成
29年中における人口10万人当たり重要犯罪等認
知件数は18.4件で、前年より0.9件減少しました。

１．政策目標達成に向けた進捗状況

２．戦略目標達成に向けた進捗状況

平成33年末までに、刑法犯認知件数の総数を減
少させつつ、特に重要犯罪等の発生を限りなくゼ
ロ（犯罪発生率人口10万人当たり9.0件以下を目
途）に近づけます。（平成27年：13.8件）

目
標

①平成33年末までに、刑法犯認知件数の総数を減少させつつ、特に重要犯罪等の発生を限りなく
ゼロ（犯罪発生率人口10万人当たり9.0件以下を目途）に近づけます。（平成27年：13.8件）
②平成33年末までに、凶悪犯罪（殺人、強盗、放火、強制性交等）の検挙率100％を目指します。
（平成27年：86.1％）
③平成33年末までに、交通事故による死傷者数を減少させつつ、特に交通事故死者数を限りなく
ゼロ（25人以下を目途）に近づけます。（平成27年：46人）

戦略目標

特殊詐欺防止のための声かけ訓練

※は数値の低い方が良くなる指標

犯罪やトラブルの未然防止対策及び交通事故防止対策を推進することにより、
日本一安全で安心して暮らせる奈良の実現を目指します。 

目指す姿 

７ 安全・安心の確保 
２ 犯罪抑止及び交通事故防止対策の推進 

交通事故情報総合管理システムを活用した交通事故分析に基づく各種交通事故抑止活動を実施したことに
より、 年連続で増加していた交通事故死者数が 人となり、前年より 人減少しました。

主な成果
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